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小学校 第５学年 国語 １６（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題の趣旨】 

 ○ 司会者の役割を理解する。 

【問題の内容】 

 ○ 司会の発言の効果として、適切なものを選択する。 

解答類型 ① 正答 ２ ３ ４ 無解答 

解答率 46.5％ 10.1％ 18.4％ 6.8％ 18.1％ 

○ 正答率は 46.5％と低く、約半数の児童が司会者の発言の意図を理解できていない。 

○ 誤答となる選択肢３「前回の話し合いで上がった意見を確認し、話合いの中心となる内容を確

かめている。」を選んだ児童が 18.4％と最も多かった。司会の役割についてはおおむね理解でき

ているが、「前回の」という文言を見落としたために誤答となってしまったと考えられる。 

○ 無解答率が 18.1％であり、選択式の問題としては非常に高くなっている。３０問中２９問目

の問題であることから、解答する時間がなくなってしまったことが考えられる。問題を解くスピ

ードについても指導していく必要がある。 

 

 

 

(2) 
 

こ
こ
ま
で
で
、
朝
は
何
時
か
ら
働
い
て
い
る
の
か
、
上
手
に
パ

ン
を
作
る
た
め
に
気
を
付
け
る
こ
と
、
パ
ン
の
種
類
、
と
い
う
意
見

が
出
ま
し
た
。 

と
あ
り
ま
す
が
、
田
中
さ
ん
の
こ
の
発
言
に
は
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
か
。
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の

を
、
次
の
１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

１ 

そ
れ
ま
で
に
出
た
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
み
ん
な
が
話

し
合
っ
た
内
容
を
理
解
し
や
す
く
し
て
い
る
。 

 
 

２ 

山
口
さ
ん
自
身
が
質
問
す
る
内
容
を
新
た
に
提
案
す
る
こ
と

で
、
ほ
か
の
人
も
発
言
し
や
す
く
し
て
い
る
。 

 
 

３ 

前
回
の
話
し
合
い
で
あ
が
っ
た
意
見
を
確
認
し
、
話
し
合
い

の
中
心
と
な
る
内
容
を
確
か
め
て
い
る
。 

 
 

４ 

自
分
が
良
い
と
思
っ
た
意
見
を
あ
げ
る
こ
と
で
、
話
し
合
い

を
思
い
通
り
の
方
向
に
す
す
め
て
い
る
。 

       

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル７－Ａ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨 ・ 内 容 

○ 誤 答 分 析 
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◎ 中学年の「話すこと・聞くこと」における「話合いの進め方の検討、考えの形成、共有

（話し合うこと）」の指導事項 

 

 

（１）話し合う目的や進め方を明確にする。 

 ○ 目的・・・結論を一つにまとめるために？ 考えを明確にするために？  

       考えを広げる（深める）ために？ 

 ○ 形態・・・ペア？ 小グループ？ 学級全体？ 

 ○ 役割・・・司会はどのように決めるか。 

        

（２）ねらいに沿った話合いができるような手立てを講じる。 

○ 話合いにおけるそれぞれの役割（司会者、記録者、参加者等）を理解させる。 

・ 進行表の作成（児童の実態に応じて） 

・ 模範となる話合いの提示（教材用ＣＤの活用） 

 ○ 児童が話合いを相互評価できるようにする。 

  ・ 話し合うポイント（それぞれの役割を果たして 

いるか、話題に沿って発言しているかなど）を明 

確にした振り返りの時間の設定 

 

 

（３）話合いによって学んだことを今後の学習に生かせるようにする。 

 ○ 話合いのポイントを継続的に指導する。 

○ 他教科と関連させる。（特別活動、総合的な学習の時間 等） 

○ 活用力育成シート、定着確認シート等の活用 

話合いを通して、自分の考えをまとめさせる指導 

【出典】 

「活用力育成シート」 

 Ｒ元 小学５年 第１回 

目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の共

通点や相違点に着目して、考えをまとめること。 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

 

子どもたちが「考えたい！」

「話し合いたい！」と思える

ような課題設定も重要です。 

一 

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】
の
☆
上
野

さ
ん
は
、
何
の
た
め
に
質
問
を
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
か
。
最
も
当
て
は
ま
る
も
の
を
、

次
の
ア
か
ら
オ
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん

で
、
そ
の
記
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

ア 

相
手
の
考
え
と
そ
の
理
由
の
つ
な
が

り
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
。 

 

イ 

具
体
的
な
例
が
、
ほ
か
に
も
あ
る
か

を
確
か
め
る
た
め
。 

 

ウ 

発
表
の
中
で
、
自
分
が
聞
き
の
が
し

た
こ
と
を
も
う
一
度
聞
く
た
め
。 

 

エ 

相
手
の
考
え
の
中
で
、
最
も
伝
え
た

い
こ
と
を
た
ず
ね
る
た
め
。 

 

オ 

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
方
が
あ
る
こ
と
を

相
手
に
伝
え
る
た
め
。 

話し合うことが目的では 

なく、話合いを通して、 

どのような資質・能力を 

育成するのかを考えましょ

う。 

【「授業スタンダード」の視点：「教材との出合い」が引き出す「主体的な学び」】 

【「授業スタンダード」の視点：「見方・考え方」に基づく「学級全体での話合い」】 


